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〔川崎医療福祉学会ニュース〕

川崎医療福祉学会

　

第３１回研究集会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日時：平成１８年１１月２２日（水）１３：００～１７：１５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

場所：川崎医療福祉大学

　

１０階

　

大会議室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

司 会 綱 島

　

啓 司

研究発表

１．二重積屈曲点により測定した心拍血圧応答の性差

川崎医療福祉大学大学院

　

リハビリテーション学専攻

　

博士課程

　　

○大槻

　

桂右

川崎医療福祉大学

　

リハビリテーション学科

　　　

渡選

　　

進

２．浸水が血圧に及ぼす影響
川崎医療福祉大学

　

健康体育学科

　　

○小野寺

　

昇

川崎医療福祉大学大学院

　

健康科学専攻

　

博士課程 西村

　

一樹

　　

小野くみ子
藤津

　

智子

３． 凸ｉＩＲＩＳ

　

Ｃ９０００を用いた正常値の検討

川崎医療福祉大学大学院

　

感覚矯正学専攻

　

博士課程

　　

○藤原

　

篤之

川崎医療福祉大学

　

感覚矯正学科

　　　

田淵

　

昭雄

４．運動の免疫抑制機構に関する基礎的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　

川崎医療福祉大学

　

健康体育学科

　　

○矢野

　

博己

　　

朱

　　

容仁

長尾

　

憲樹

川崎医療福祉大学大学院

　

健康科学専攻

　

博士課程

　　　

椎葉

　

大輔

和洋女子大学

　

健康栄養学科

　　　

北村

　

裕美

５．障害者にやさしいショッピングカートに関する研究

　　　　　　　　　　　　　

川崎医療福祉大学

　

リハビリテーション学科

　　

○田中

　

順子

　　

江口

　

淳子

小原

　

謙一

茨城大学

　

教育学部

　　　

斎藤

　

芳徳

６．上腕能動義手の手先具操作時における筋活動と酸素摂取に関する研究

　　　　　　　　　　　　

川崎医療福祉大学

　

リハビリテーション学科

　　

○妹尾

　

勝利

　　

西本

　

哲也

石浦

　

佑一

長崎大学

　

医学部 保健学科

　　　

東嶋美佐子
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７．ＴＥＡＣＣＨの考え方を取り入れた自閉症児・者に対する歯科治療適応訓練

　　　　　　　　　　　　　　　　

岡山大学病院

　

特殊歯科総合治療部

　　

○森

　　

貴幸

　　

江草

　

正彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

川崎医療福祉大学

　

医療福祉学科

　　　

佐々木正美

　　

武田

　

則昭

８．頚椎間歌牽引が人体に与える影響

　　

血流量・筋電図による評価

　　　　　　　　　　　　　

川崎医療福祉大学

　

リハビリテーション学科

　　

○国安

　

勝司

　　

古我

　

知成

西本千奈美

９．シナプス伝達の可塑的な新しい増強機構

一β型リアノジン受容体Ｃａ２十遊離チャンネルの同定

　

川崎医療福祉大学

　

医療福祉デザイン学科

　　

○成田

　

和彦

川崎医療福祉大学 リハビリテーション学科

　　　

植木

　

絢子 古我

　

知成

川崎医療福祉大学

　

感覚矯正学科

　　　

佐藤

　

良子

１０．児童虐待実態から見た「再統合」の可能性について

‐０県における児童虐待実態報告からの考察－

川崎医療福祉大学大学院

　

医療福祉学専攻

　

修士課程

　　

○加藤

　

智史
川崎医療福祉大学 医療福祉学科

　　　

大田

　　

晋

１１．知的障害児（者）施設における安全教育および安全対策

．事故およびヒヤリ・ハットの実態－

川崎医療福祉大学大学院

　

医療福祉学専攻

　

修士課程

　　

○秋山さやか
川崎医療福祉大学

　

医療福祉学科

　　　

田口

　

豊郁

１２．授産施設における生産活動の現状と課題に関する調査研究

　　　　　　　　　　　　　　

川崎医療福祉大学

　

医療福祉デザイン学科

　　

○平野

　　

聖

　　

青木

　

陸祐

　　　　　　　　　　　　　　

山陽学園短期大学

　

キャリアデザイン学科

　　　

未贋

　

健一
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研究発表要旨

二重積屈曲点により測定した心拍血圧応答の性差

川崎医療福祉大学大学院

　

リハビリテーション学専攻

　

博士課程

　　

大槻

　

桂右

川崎医療福祉大学

　

リハビリテーション学科

　　

渡還

　　

進

【目的１
運動耐容能の規定因子として性差は重要である．
性差に関する研究は呼気ガス分析を中心に数多く報
告されているが， 高価な機器を必要とする呼気ガス

分析は理学療法の臨床現場では普及していない． 近

年，呼気ガス分析を必要とせずに運動耐容能を評価す
る方法として二重積屈曲点（ｄｏｕｂｌｅｐｒｏｄｕｃｔｂｒｅａｋ

ｐｏｉｎｔ；ＤＰＢＰ）法が開発された．しかし性差に関す

る報告は見当たらない．本研究の目的はＤＰＢＰ検

出時の二重積と心拍血圧応答の関連から運動耐容能

の性差を分析することである．
【対象と方法】

　

健常成人男性１８名（２５．２±２．１歳），女性１５名（２３．４

士３．９歳）を対象とした．運動負荷試験は自転車エル

ゴメーターを用いて，多段階運動負荷法にて実施し

た．

【結果】
男女間のＤＰＢＰ検出時の心拍血圧応答は， 収縮

期血圧，二重積において男性が有意に女性よりも大

きかった．拡張期血圧，平均血圧，心拍数は男女間

で有意差は認められなかった．ＤＰＢＰ検出時の二重

積と心拍血圧応答の相関関係は，男性では収縮期血

圧，平均血圧，脈圧，心拍数で有意な正の相関関係

が認められた．一方，女性では，心拍数のみに有意

な正の相関関係が認められた．さらにＢＭ工と二重

積の関係では男性，女性ともに有意な相関は認めら

れなかった．また男性ＢＭＩを中央値（２３．３）で分け

て検討した結果， ２群とも収縮期血圧， 心拍数，平

均血圧に二重積と有意な相関が認められた．
【結論】
本研究より男性の運動遂行は収縮期血圧や心拍数
の制御を受けているが，女性は主に心拍数の制御を

受けていることがわかり， 性差を含めたリスク管理

の必要性が示唆された．

川崎医療福祉大学大学院

　

健康科学専攻

　

博士課程 西村

　

一樹

　　

小野くみ子

藤津

　

智子

【要旨】
水中において生体は水の持つ物理的特性の影響を

受け， 陸上とは異なる生理学的応答を示す．水の物

理的特性として水圧，浮力，粘性，水温等があげられ

る． 水の物理的特性は，水中運動での脈拍数の減少，
血圧の低下等に反映され，高齢者の運動として優し

い環境づくりに寄与できるものとされてきた．血圧

は，若年者において水中歩行時に陸上運動と比較し

て低値で調節されることが明らかになっている．し

かしながら， 高齢者を対象とした水中運動時の血圧

変化に関する報告は少ない．そこで，高年齢者を対

象とした水中運動の安全性と妥当性を血圧変化の観
点から検討した．被験者を３つの群（グループ１：平

均年齢２１．８歳， グループ１１：３８．０歳， グループ ロ１：

５５．４歳）に分けた． 陸上運動と水中運動において同

一運動プログラムを実施し，各群に陸上運動と水中

運動時の血圧変化を比較した．

　

運動プログラムは１４分間のエクササイズであり，
ストレッチング，ウォーミングアップ，主運動，クー

リングダウンからなる．主運動時において最も高

い心拍数を示した時点での対体重酸素摂取量は，
陸上運動で１６．６±１．５ｍｌ／ｍｉｎ．／ｋｇ，水中運動で１５．８

士２．４ｍｌ／ｍｉｎ．／ｋｇであった． 概ね４０～６０％Ｖ０２ｍａｘ

の相対的運動強度を示した． 実験は， 温水プールを

用いて実施した． 水温は３０℃，室温３０℃，水位は腰

部および大腿部とし， 陸上運動を陸上条件， 水中運

動を水中条件として比較した．血圧測定は前値， 運

動終了直後，運動終了５分後とした．運動中は心拍

数を連続的の記録した．

　

心拍数は主運動に移行後増加し，最大で１２０拍／分

（陸上条件），１１０拍／分（水中条件）をとった．両者に

有意な差がみられた．血圧は，運動終了直後グルー

プ工で１ｏｍｍＨｇ水中条件が有意に低下した．しか

しながら，グループ１工はほぼ同じ値をとり，グルー

浸水が血圧に及ぼす影響

　

川崎医療福祉大学

　

健康体育学科

　　

小野寺

　

昇



運動の免疫抑制機構に関する基礎的研究
川崎医療福祉大学

　

健康体育学科

　　

矢野

　

博己

　　

朱

　　

容仁

３８８

プ１口ではむしろ高い値をとった．このことは高齢

　　　

血圧の変化は，前値で境界領域以上高い収縮血圧を

者において必ずしも血圧が低い値をとらないことを

　　　

とったとき， 浸水や運動後に低値に調節されないこ

示唆する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

とを示す．
水中条件におけるグループ工１１の被験者の個々の

ＴｒｉＩＲＩＳ Ｃ９０００を用いた正常値の検討

川崎医療福祉大学大学院

　

感覚矯正学専攻

　

博士課程

　　

藤原

　

篤之
川崎医療福祉大学

　

感覚矯正学科

　　

田淵

　

昭雄

【要旨】
目的：野ｉＩＲ工ＳＣ９０００（浜松ホトニクス社）（以下，
トライイリス）は， 眼精疲労を他覚的に評価できる

可能性のある装置として開発された．しかし， 一定

した解析法や正常値についての十分な検討はなされ

ていない．そこで今回，２０歳代を対象に，トライイ

リスによる正常値の検討を行ったので報告する．
対象及び方法：対象は，近見矯正視力，調節， 眼位

に異常がない２０歳代の正常成人３６名（平均年齢２１．６

±１．０歳，女２８名，男８名）である．測定は，Ｈｉｇｈ

ｓｐｅｅｄｍｏｄｅにて，２Ｄと１ＩＤの間で連続３往復さ

せ，その近見負荷に伴う幅湊・瞳孔反応を測定した．
解析は， 各試行の最大・最小瞳孔径から求める縮瞳

率，遠方・近方の瞳孔位置から求める瞳孔移動距離，
測定開始直後と終了時の瞳孔径から求める瞳孔の緊
張率により検討を行った．なお解析には，優位眼の

結果を用いた．
結果：２０歳代の正常成人にトライイリスによる測定

を試みた結果，各試行の縮瞳率は， １試行目が４７．４

±１０．６％，２試行目が４９．０士８．２％，３試行日が５１．０

士８．１％で各試行間での統計学的な有意差はなかっ
た． 瞳孔移動距離は，１試行目が２．４±０．７ｍｍ，２

試行目が２．４±０．４ｍｍ， ３試行目が２．４±０‐４ｍｍ で

各試行間での統計学的な有意差はなかった． 瞳孔の

緊張率は，９．０±６．４％ であった．
結論：今回，２０歳代を対象にトライイリスによる正

常値の検討を行った．正常成人では，縮瞳率・瞳孔

移動距離ともに各試行間で安定した結果を示してい

た． 眼精疲労者では，徐々に縮瞳率が低下する波形

を示すという報告もある．そこで今回のように， 各

試行の縮瞳率を検討したことで，正常成人では３試

行ともに安定した値を示すことを定量できたと考え

られた．今後は， 同様の解析法にて異常パターンの

検討を行う予定である．特に瞳孔の緊張率は， 眼精

疲労を他覚的に評価できる重要な指標になる可能性
もあり，さらに検討を進めていく予定である．

長尾

　

憲樹

川崎医療福祉大学大学院

　

健康科学専攻

　

博士課程

　　　　　　　　　

和洋女子大学

　

健康栄養学科

【要旨】

　

「高強度の運動負荷が免疫機能を抑制する」とす
る学説（「オープンウィンドウ説」）がコペンハーゲ

ン大学ベンタ・ペダーセンによって提唱されている

（１９９４）．我々は，この機序にストレスホルモンが関

与すると仮設して， グルココルチコイドとカテコラ

ミンに着目し， 炎症性サイトカインの１つである腫

蕩壊死因子（ＴＮＦ）－αの動態との関連性を検討し

た．実験はＦ３４４系雌ラットにグルココルチコイド

レセプターアンタゴニスト，アドレナジックβ，β１，
およびβ２レセプターアンタゴニストをそれぞれ投

健康科学専攻

　

博士課程

　　

椎葉

　

大輔
女子大学

　

健康栄養学科

　　

北村

　

裕美

与し，小動物用トレッドミルを用いた疲労困億運動

を負荷した．その後，リポポリサッカライド（ＬＰＳ）

を免疫賦活剤として静注後，血築ＴＮＦ－α濃度を測

定した． その結果， グルココルチコイドレセプター

アンタゴニスト投与では， 運動誘発性のＴＮＦ－α産

生抑制に影響は見られなかったが，アドレナジック

β，さらにβ１ セプターアンタゴニスト投与ラッ

トでは，運動誘発性ＴＮＦ‐α産生抑制が明らかに減

じた．したがって，運動誘発性ＴＮＦ‐α産生抑制は，
カテコラミンの作用によって生じている可能性が示

唆された．



上腕能動義手の手先具操作時における筋活動と酸素摂取に関する研究
川崎医療福祉大学

　

リハビリテーション学科 妹尾

　

勝利

　　

西本

　

哲也

石浦

　

佑－

３８９

障害者にやさしいショッピングカートに関する研究

　

川崎医療福祉大学

　

リハビリテーション学科

【要旨】

　

本研究の目的は，関節リウマチ（以下，ＲＡ）患者

の車を利用しての買い物支援のために，ＲＡ患者に
適したショッピングカート（以下，カート）を検討

することである．
研究１では， 第１段階として関節負担がより少な

いのは押すタイプと引くタイプのどちらなのかを検

討することを目的に，健常男性１０名を対象に表面筋

電図とアンケートを実施し，さらにＲＡ患者である

筆者が体験調査を行った．その結果，筋活動量は引

く方が小さい傾向が見られ（ｐ＜０．１），５段階のアン

ケートからも引く方が有意に楽であることが分かっ

た（ｐ＜０．０５）．

　

続いて，研究１の結果を参考にＲＡ患者に適する

と思われるカートを試作した．試作に当たっては，
押す引く両用タイプ，コンパクト，軽量，車への搬

入出が容易，収納展開等の操作が簡便，車の座面高

に合わせて荷台部分の高さ調節が可，等を必要な条

件と考えた．

　

研究２では，試作力←トの評価を目的に，研究１

ハビリテーション学科 田中

　

順子

　　

江口

　

淳子

小原

　

謙一

茨城大学

　

教育学部

　　

斎藤

　

芳徳

に準じた方法で実施した．比較対照には， 試作カー

トと同じ押すタイプ，前輪キャスタ」， 後輪固定輪

のドイツ製カートを使用した．

　

その結果，ドイツ製カートの方が筋活動量が有意

に少なく，アンケートの結果からも有意に楽という

結果となった（ｐ＜０．０５）．試作カートは， 観察から

キャスターの回転性が悪く，その原因として最も考

えられたのはキャスターの構造と性能であった．ド

イツ製カートはシングルキャスターで回転性も非常

に円滑であったのに対し， 試作カートは安全性とい

う観点からダブルキャスターとしたことによる短所

と，キャスターの軸の摩擦が回転性を低下させたと

考えた．

　

鎮痛と疲労の除去は，ＲＡのリハビリテーション

で最も重視されなければならない課題であるため，
カートの製作に関してはいかに筋活動を抑えるかが

焦点となる．その重要性を改めて認識させてくれ，
カート製作に当たっての留意点を明確にできたこと

は， 今回の研究の成果と思われる．

長崎大学

　

医学部 保健学科

　　

東嶋美佐子

【要旨】

　

本研究の目的は，１０名の健常成人と１名の右上腕

切断者を対象として，上腕能動義手の手先具操作時

の筋活動量と酸素摂取量及び自覚的身体疲労度を，
利き手と非利き手及び肘継手の屈曲角度の違いに

よって測定し，能動義手操作に伴う身体疲労と月夜高

ループ側の痛みの要因を検討することであった．

　

義手操作時間は９分間とし， 操作中の筋活動量と

酸素摂取量を測定した．筋活動は模擬義手装着側と

月夜高ループ側の三角筋前部線維，大胸筋，前鋸筋に貼

り付けた表面電極より導出し，積分して比較筋活動量

（％ＭＶＣ：ＭａｘｉｍｕｍＶｏｌｕｎｔａｒｙＣｏｎｔｒａｃｔｉｏｎ）とし

た．操作前後の自覚的身体疲労度はＶｉｓｕａＩＡｎａｌｏｇ

Ｓｃａｌｅにて測定した．実験は， 一人の被験者に４回

（肘継手屈曲５０度で１回目が非利き手 一 利き手，２

回目が利き手 一 非利き手，肘継手屈曲１１０度で３回

目が非利き手 一 利き手，４回目が利き手 一 非利

き手）行った．

健常者の％ＭＶＣは，利き手と非利き手及び操作

期間によって有意差はなかった．模擬義手装着側と

月夜高ループ側の％ＭＶＣは，前鋸筋， 大胸筋， 三角

筋の順に大きかった（ｐ＜０．０５）． 肘継手屈曲１１０度

の％ＭＶＣは，屈曲５０度より大きかった（ｐ＜０．０５）．
酸素摂取量と自覚的身体疲労度は，利き手と非利き

手及び肘継手の屈曲角度の違いによって有意差はな

かった．右上腕切断者の％ＭＶＣは， 義手装着側で

は前鋸筋，月夜高ループ側では大胸筋が大きかった．
酸素摂取量は，肘継手屈曲１１０度で操作時間の経過

とともに大きくなった．肘継手屈曲１１０度の自覚的

身体疲労度は肘継手屈曲５０度より大きかった．切断

者における身体疲労の要因は，切断側肩関節周囲筋

の筋力低下の影響が示唆された．月夜高ループ側の痛

みは，操作時に月夜高ループ部が支点となること，前

鋸筋と大胸筋の作用によりハーネスが月夜高部を圧迫

することが要因であると考えられた．



頚椎間歌牽引が人体に与える影響

　　

．血流量・筋電図による評価

川崎医療福祉大学

　

リハビリテーション学科 国安

　

勝司

　　

古我

　

知成

西本千奈美

３９０

ＴＢＡＣＣＨの考え方を取り入れた自閉症児・者に対する歯科治療適応訓練

岡山大学病院

　

特殊歯科総合治療部

　　

森

　　

貴幸

　　

江草

　

正彦

川崎医療福祉大学

　

医療福祉学科

　　

佐々木正美

　　

武田

　

則昭

【要旨】
緒言

　

自閉症児は社会的相互交渉，コミュニケーション

機能の質的障害，活動や興味の著しい限局性を有す

るため，社会生活において不利益を被っている．そ

れは歯科治療においても例外ではなく，適切な支援

なしでは十分な歯科治療を受けることが困難な事が
名÷し）．

　

われわれは視覚支援下に自閉症児の歯科治療適応
トレーニングを行い，成果を得たので報告を行った．
患者プロフィール

０．Ｒ．男子

　

初診

　

平成１６年５月２４日

　

初診時年齢

１３歳９か月

中度知的障害を伴う自閉症
発達年齢

　

基本的習慣３歳， 言語理解４歳，表現能

力２歳

トレーニング・治療過程

初診時

　

診療台上で仰臥位になることは可能で

あったが，口腔内診査は抵抗により困難であった．
口腔内の状態を把握，治療計画を立てる目的で，静

脈内鎮静法下で一度， 口腔内診査と全顎のレントゲ

ン撮影を行った．その結果， 両側下顎小臼歯遠心隣

接面に鶴蝕を発見，エナメル質限局であったため

１～２週間に１度， 治療適応トレ←ニングを兼ねた

フッ素塗布， ６か月に１度， 酪蝕部のレントゲン撮

影を行う計画を立て， 実行した．

　

トレーニングは絵カ←ドを用いた視覚支援下で系

統的脱感作を中心に行った． 内容はブラッシング，
治療器具の口腔内挿入，レントゲン撮影練習であっ
た．視覚支援は治療の内容だけでなく，治療の手順

や経過が伝わるよう工夫をし，カウント唱和を加え

て患者が現状の把握と治療終了までの見通しをもっ

て治療に臨めるようにした．
まとめ

　

自閉症児は言語等によるコミュニケーションは困

難でも，視覚認知能力は優れている人が多い．した

がって治療内容を表す絵カードを時系列に配置して，
治療内容と経過を視覚化する方法は有効であった．
今後は非常に敏感である音への対策が必要である．

【要旨】

　

頚椎間歓牽引は頚部の整形外科的疾患に対する物
理療法のひとつとして， 臨床的によく用いられる治

療法である．しかし，その効果判定については患者

の自覚症状に依存しているため，特に不快感などが

なければ漫然と治療が継続される傾向にある．その

ため客観的な治療効果判定のための評価が必要とな

る． 今回は異なる牽引量で頚部の筋血流量，皮膚血

流量を測定し，さらに牽引前後で筋電図周波数解析
を行い，これらが治療効果の判定に役立つ評価とな

るかを検討した． 対象は頚部に障害のない健常成人

３０名（僧帽筋と頚部傍脊柱筋の２グループで５ｋｇ．

１ｏｋｇ．１５ｋｇの牽引量各５名ずつ）とした．方法は１０

分間の頚椎間歌牽引を行い，その前後の筋血流量を

レーザー組織酸素モニター，皮膚血流量をレーザー

ドップラー血流計で測定した．筋電図周波数解析は

ＰｏｗｅｒＬａｂシステムを用い，解析ソフトＣｈａｒｔにて

周波数解析を行い牽引前後の平均周波数を求めた．
その結果，５ｋｇの牽引で僧帽筋において牽引前と牽

引後半５分において酸素飽和度に有意差を認めた．
また，５ｋｇの牽引にて頚部傍脊柱筋の血流量に牽

引前半５分と牽引後に有意差をみとめた．さらに，
１５ｋｇの牽引にて僧帽筋の平均周波数に有意差を認

めた．今回の結果からは牽引量による明らかな違い

や一定の傾向は認められなかった．測定結果の個人

差が大きく，一般的な評価として用いるにはさらに

検討の必要があ・る．牽引量としては少ない５ｋｇで

頚部傍脊柱筋の筋血流に差が見られたこと，また，
直接伸張されにくい僧帽筋が１５ｋｇで平均周波数に

差を認めたことから，頚椎牽引は健常人には少ない

牽引力でも効果があると考えられる．



３９１

シナプス伝達の可塑的な新しい増強機構

　

－β型（３型）リアノジン受容体 Ｃａ２十 遊離チャネルの同定

　　

川崎医療福祉大学

　

医療福祉デザイン学科

　　

成田

　

和彦

　

川崎医療福祉大学

　

リハビリテーション学科 植木

　

絢子

　　

古我

　

知成

川崎医療福祉大学

　

感覚矯正学科

　　

佐藤

　

良子

【要旨｝
神経系の記憶機能に関連する現象として海馬や
小脳などで見られる長期可塑性（ＬＴＰ，ｌｏｎｇｔｅｒｍ

ｐｏｔｅｎｔｉａｔｉｏｎやＬＴＤ，ｌｏｎｇｔｅｒｍｄｅｐｒｅｓｓｉｏｎ） が注

目されているが，神経細胞が持つ最も基本的な機能

として以前より知られている現象に神経終末におけ

る可塑的な増強（ｐｏｔｅｎｔｉａｔｉｏｎ）が有り，これにつ

いても結局のところ実体は未解明のまま今日に至っ

ている．

　

これまで私達はカエル運動神経終末にはリアノジ

ン受容体（ＲｙＲ）が存在し，これが従来からｐｏｔｅｎ‐

ｔｉａｔｉｏｎ， ａｕｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ などと，シナプス伝達効率

を変えるシナプス可塑性として知られてきた現象の

主要素であることを示してきた． 一方ＲｙＲそのも

のは筋の興奮－収縮連関において主要な役割を演じ

ているので解析が多くなされてきており，特に骨格

筋では良く進んでいて，α（１）‐ＲｙＲと β（３）－

ＲｙＲのサブタイプが共存することが示されている．
そのうちの骨格筋型といわれるα‐ＲｙＲについては

単離精製した試料によって機能が詳しく解析されて

いる． しかし， 脳型ともいわれる β‐ＲｙＲについて

は機能が不明でなおかつその存在意義が謎のままで

あった．順天堂大・薬理学教室の小川靖男・村山尚

先生方のご好意により頂いたカエルの抗αβ‐ＲｙＲ

抗体，抗αＲｙＲ抗体，抗β‐ＲｙＲ抗体を用いて神経

終末に存在するＲｙＲ の同定を試みたところ，この
神経終末にはβ‐ＲｙＲのみが存在し，これまで生理

学的に解析されてきたシナプス可塑性が起こってい

る時にはこのβ‐ＲｙＲが主要な役割を演じている，
すなわち，β‐ＲｙＲが細胞膜に存在する電位依存性

Ｃａチャネルと密接に連動して ＣＩＣＲを起し，神経

伝達物質放出の可塑的な変化（増強）に直接関わっ
ていることが明らかとなった．α－ＲｙＲは骨格筋な

どの筋線維で筋収縮を起こす時に主要な役割を担っ

ているので多く調べられてきているが，これに対し，
機能が不明であったβ－ＲｙＲ はここに至って， 神

経終末において，筋の場合とは異なった特異な性質

（プライミング過程を伴う）を示して，神経記憶の最

も基礎過程と考えられているシナプス可塑性をもた

らす主役を担っていることが分かった．β‐ＲｙＲの

機能を生理的に明らかにしたのは今回の研究が初め

てであり，今後更にこのβ－ＲｙＲを中心にシナプス

可塑性のメカニズムを詳しく解析していく．

児童虐待実態から見た「再統合」の可能性について

　

一〇県における児童虐待実態報告からの考察一

川崎医療福祉大学大学院

　

医療福祉学専攻

　

修士課程

　　

加藤

　

智史
川崎医療福祉大学 医療福祉学科

　　

大田

　　

晋

【要旨】

　

平成１８年９月，４歳の男児に対し十分な食事を与

えず死亡させたとして，男児の実母が逮捕された．
また，児童虐待相談件数も，平成１７年度は統計を取
り始めた平成２年度と比較し，約３１倍にまで増加し

ている．

　

児童虐待は子どもに対し， 身体面のみならず心理

面などにも大きな影響を与えることはいうまでもな

い．そのため，ＰＴＳＤ（ノじ・的外傷後ストレス障害）

を中心とした心理治療などが実施されているが，同

時に，再び家庭に帰ることを目指し，子どもだけで

はなく虐待者に対しても支援（再統合プログラム）

が実施されている．「再統合」は，平成１６年に改正

された児童虐待防止法でも取り上げられており，そ

の第４条において「親子の再統合」と規定され， 国

及び地方公共団体の責務の一つとして法定されるこ

ととなった．

本研究の目的は，児童虐待の実態から，家族の再

統合の可能性を再検討し，児童虐待に対する支援方
法について考察していくこととする．
児童相談所などにおける虐待事例を分析した結
果，児童虐待家庭のうち両親が離婚しているケース

や精神障害を有している保護者の多さなどが明らか

になった． また， ケースワーカーへのインタビュ←

から，児童虐待を行っている家庭においては，虐待

を行っているという親の認識が極めて希薄であるこ

と，「子育て」に対する意識が欠如していること，さ

らには家族機能がほとんど喪失していること，が明

らかになった．再統合プログラムを実施するにはあ

まりにも家庭の 闘犬況・環境」が劣悪であるといえ



３９２

よう．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

それがある． 再統合が実施できる状況を作り出すた

　

「再統合」という理念だけでプログラムを実施す

　　　

めにも虐待児童を一旦適切な保護施設などで保護す

ることは子どもの福祉（安全と幸福）を考えるうえ

　　　

ることが一層重視されなければならず，そのために

で慎まなければならない．すなわち， 状況の整わな

　　　

は児童相談所だけでなく司法当局および地域の積極

い再統合の実施は子どもが再び虐待の犠牲になるお

　　　

的な協力と理解が必要となる．

知的障害児（者）施設における安全教育および安全対策

　　

ー事故およびヒヤリ・ハットの実態－

川崎医療福祉大学大学院

　

医療福祉学専攻

　

修士課程

　　

秋山さやか
川崎医療福祉大学

　

医療福祉学科

　　

田口

　

豊郁

【要旨】

　

社会福祉現場は，利用者にとっては生活の場であ

り，職員にとっては就労の場である．さらに，福祉

マンパワーの養成のために，多くの実習生も関わっ

ているので，安全に対して様々な意識レベルの人た

ちが社会福祉現場の中で行動している．すなわち，
社会福祉現場の日常の中に事故発生の可能性が潜在
している．本研究は，社会福祉施設の中の知的障害

児（者）施設に着目し事故及びヒヤリハット体験の

実態の把握を目的とした．
【方法】

　

川崎医療福祉大学で社会福祉士実習を行った４年
生６０１人（２００３～２００５年）に対してのアンケート調

査（実習中の事故及びヒヤリハット体験）のうち，
知的障害児（者）施設に行った１０４人のデータを解析

した．また，「福祉サービス事故事例集」（２０００年全

国社会福祉協議会）から，事故例を抽出・解析した．
【結果および考察】
（１）実習中に体験した事故
事故の体験は， 合計１０３件であった．事故の被害

者は，利用者（７０件）＞実習生（３０件）＞職員（３
件）であった．また，加害者別では，利用者（６２件）

＞実習生（１９件）＞加害者なし（１７件）であった．
（２） 実習中のヒヤリハット体験

　

ヒヤリハット体験は９６件だった． 場所別に見る

と，上位３位は，廊下（１３件）＞居室（１３件）＞ホー

ル（１１件）であった．また，加害者別上位３位では

実習生（４３件）＞利用者（３２件）＞加害者なし（１２
件）であった．

　

社会福祉サービス事故事例集による事故体験事例

は，利用者による事故が一番多く，その内容は，利

用者同士の事故， 自傷行為などであった．利用者の

事故の中には，てんかん発作や，その他の発作が原

因で起こる事故があった

老人福祉施設の実習中の事故事例と比較すると，
知的障害児（者）施設では，目損事故および利用者
同士の事故が多いこと，さらに，職員や実習生が被

害者になる場合が多かった．知的障害児（者）施設
での安全を考える際，職員及び実習生自身の安全確

保に加え，利用者の安全確保に重点を置く必要があ
る．知的障害児（者）施設の職員に対して，知的障

害の特性を加味した危険感受性を養うための安全教
育が重要である．

授産施設における生産活動の現状と課題に関する調査研究

川崎医療福祉大学
山陽学園短期大学

【要旨】
授産施設における生産活動の現状について把握す

るために， アンケ←ト及びフィールドワークを実施

したところ，以下の調査結果が得られた．

１． アンケート

１．１ 生産活動について

　　

（１）施設規模

　　　

５名から１５名未満の施設が２６カ所と調

　　

査対象施設全体の５４．２％を占めている．

医療福祉デザイン学科

　　

平野

　　

聖

　　

青木

　

陸祐

キャリアデザイン学科

　　

末庸

　

健一

　　　　　

５０名以上の大規模施設は１カ所のみで

　　　　

あった．

　　　　　

（２）・デザイン導入

　　　　　　

内部開発１９施設，外部デザイナー導入

　　　　　

３施設，発注先２施設，特になし２３施設

　　　　

であった．

　　　　　

（３）勤務体系

　　　　　　

平均収入は月額１１６，９４５円，平均勤務

　　　　　

年数（訓練期間）は７．７年であった．

　　　　　

（４）経営状態・営業実績

　　　　　　

経理等経営管理システム導入施設は



３９３

１．２

全体の３４％と少ないが，その平均月収は

１３２，５５７円であり， 全体平均を１５，６１２円

上回っている．

（５）販路

　

直販が７０％で大半を占める．ネット通

販は， 今後拡大するものと期待される．
（６）公報宣伝活動

　

チラシの占める割合が３６．０％で，トップ

である．次いでネット利用が２９．８％ある．
（７）購買層

　

典型的な顧客として，施設の存在する

市内在住の４０代から５０代の女性が浮かび

上がる．
施設環境について

　

広さ，採光，照明， 換気すべてについ

２

　　

て，各種基準以上を確保できており， 良

　　

好な作業環境であると思われる．この理

　　

由は身体障害者授産施設の設置基準があ

　　　

り，さらに建築基準法の規準を遵守すれ

　　

ば，作業環境が良好な施設が整備される

　　

からだと思われる．
フイールドワ←ク

今回のフィールドワ」クを通じて， パッケー

ジデザインの改善等あと少し商品的な魅力が加

われば，市販の商品と遜色なく勝負できるレベ

ルに達しているものも発見できた．今後は，い

わゆるバザー商品との差別化を図ることのでき

るブランド化戦略の導入等を視野に入れつつ，
側面的な支援を続けたい．


